
新
年
に
寄
せ
て

神
戸
市
長

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
謹
ん

で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
1
月
17
日
で
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
30
年
が
経
過
し
ま
す
。
神
戸

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
力
を
あ
わ
せ
て

助
け
合
う
と
と
も
に
、
国
内
外
の
た
く

さ
ん
の
方
々
か
ら
温
か
い
支
援
を
い
た

だ
き
、
復
興
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
間
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
国

内
外
の
被
災
地
支
援
、
復
興
支
援
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
、
教
訓
を
次
世
代
に
継
承

し
、
広
く
国
内
外
に
発
信
す
る
た
め
、

本
年
１
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
震
災
30

年
事
業
を
実
施
し
、
こ
の
１
年
を
未
来

に
向
け
た
年
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
春
か
ら
は
い
よ
い
よ
神
戸
空

港
で
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
用
が

始
ま
り
、
神
戸
の
陸
・
海
・
空
の
要
衝

と
し
て
の
機
能
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま

す
。
加
え
て
、
大
阪
・
関
西
国
際
万
博

の
機
会
を
捉
え
、
神
戸
市
に
お
い
て
も
、

観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
創
出
を
推
進

し
、
市
内
経
済
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
日
本
の
人
口
は
２
０
０
８

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、
神
戸

市
の
人
口
も
同
じ
傾
向
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
、

神
戸
市
が
ま
ち
づ
く
り
に
追
い
求
め
る

の
は
、
未
来
に
わ
た
っ
て
こ
の
ま
ち
を

引
き
継
い
で
い
く
「
持
続
可
能
性
」、
ま

さ
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
価
値
観
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
神
戸
市
は
、
豊
か
な
自
然

の
活
用
や
保
全
、
都
心
部
の
緑
化
に
取

り
組
み
、
神
戸
の
文
化
や
歴
史
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

併
せ
て
、
次
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち

の
教
育
の
推
進
、
健
康
・
福
祉
の
増
進

な
ど
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
時
代
の
変
化
や
要
請
を
的

確
に
捉
え
、
未
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
、「
海
と
山
が

育
む
グ
ロ
ー
バ
ル
貢
献
都
市
」
の
実
現

を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
神
戸
市
政
に
対
し

ま
し
て
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
現
在
策
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
新
た
な
総
合
基

本
計
画
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
と
も

に
神
戸
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
が
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

超
高
齢
社
会
に
向
け
て

神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　（
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

理
事
長   

近 

藤 

豊 

宣

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
健
や
か
に
新
春

い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
健
や
か
に
新
春

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

平
素
は
神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
諸
事
業
推
進
に
対
し
、
格
別
の
ご
理

の
諸
事
業
推
進
に
対
し
、
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
２
５
年
を
迎
え
、
背
景

　

さ
て
、
２
０
２
５
年
を
迎
え
、
背
景

と
な
る
「
少
子
高
齢
化
」
が
急
激
に
進

と
な
る
「
少
子
高
齢
化
」
が
急
激
に
進

む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
特
に
「
団

む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
特
に
「
団

塊
の
世
代
」
が

塊
の
世
代
」
が
7575
歳
以
上
と
な
り
、
国

歳
以
上
と
な
り
、
国

民
の
約

民
の
約
55
人
に
人
に
11
人
が
後
期
高
齢
者
、

人
が
後
期
高
齢
者
、

約約
33
人
に
人
に
11
人
が
人
が
6565
歳
以
上
の
高
齢
者

歳
以
上
の
高
齢
者

と
い
う
超
高
齢
化
社
会
を
向
か
え
る
こ

と
い
う
超
高
齢
化
社
会
を
向
か
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
き
、

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
き
、

会
員
一
人
一
人
が
互
い
に
支
え
合
い
、

会
員
一
人
一
人
が
互
い
に
支
え
合
い
、

励
ま
し
合
い
な
が
ら
楽
し
み
を
共
に
し
、

励
ま
し
合
い
な
が
ら
楽
し
み
を
共
に
し
、

長
寿
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
人
間
関
係

長
寿
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
人
間
関
係

の
醸
成
が
極
め
て
大
切
と
な
り
ま
す
。

の
醸
成
が
極
め
て
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
「
健
康
・
友
愛
・

　

私
た
ち
が
目
指
す
「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
を
基
に
、
会
員
一
人
一
人
が
、

奉
仕
」
を
基
に
、
会
員
一
人
一
人
が
、

健
康
に
留
意
し
、
地
域
の
中
心
と
な
っ

健
康
に
留
意
し
、
地
域
の
中
心
と
な
っ

て
、
支
え
合
う
仲
間
と
、
若
い
世
代
を

て
、
支
え
合
う
仲
間
と
、
若
い
世
代
を

巻
き
込
ん
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
環
境

巻
き
込
ん
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
環
境

づ
く
り
を
、
積
極
的
に
進
め
て
い
く
役

づ
く
り
を
、
積
極
的
に
進
め
て
い
く
役

割
が
重
要
で
す
。

割
が
重
要
で
す
。

　

市
老
連
で
は
、
今
後
の
取
り
組
み
と

　

市
老
連
で
は
、
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
、
情
報
化
社
会
へ
の
適
用
、
組
織

し
て
、
情
報
化
社
会
へ
の
適
用
、
組
織

強
化
の
た
め
の
会
員
増
強
、
友
愛
活
動

強
化
の
た
め
の
会
員
増
強
、
友
愛
活
動

の
重
視
、
地
域
活
動
へ
の
参
画
、
特
殊

の
重
視
、
地
域
活
動
へ
の
参
画
、
特
殊

詐
欺
被
害
の
防
止
等
、
各
区
老
連
と
の

詐
欺
被
害
の
防
止
等
、
各
区
老
連
と
の

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
様
々
な
事
業

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
様
々
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
本

　

終
わ
り
に
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
本

年
も
市
老
連
事
業
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力

年
も
市
老
連
事
業
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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月 20 日（水）～ 21 日（木）神奈川県神奈川
県民ホール大ホールで開催され、全国各地から
1,254 名の老人クラブ会員等が参加しました。
　ＫＯＢＥシニアクラブ（神戸市老人クラブ連
合会）から近藤豊宣理事長をはじめ、各老連の

代表、今回表彰を受ける皆さんが参加し、式典では、全国で 234 名、111 団体が表彰され、
代表者が村木厚子全老連会長から賞状を授与されました。

第 53回全国老人クラブ大会第 53回全国老人クラブ大会

【全国老人クラブ連合会会長表彰】（順不同、敬称略）
女性リーダー育成功労表彰
　重松　桂子（神戸市老連女性委員会委員長）
若手リーダー育成功労表彰
　濱田　亀志政（灘区老連副会長）
優良老人クラブ表彰
　東灘区深江親交クラブ（会長　川島　行男）

KOBEシニアクラブHPも
ぜひご覧ください！

市老連の活動内容や各種行事のお
知らせ、区老連及び単位クラブの
活動状況などを掲載しています。
QRコードからぜひチェックして
みてください！

編集・制作　株式会社ニチコミ　〒650-0023 神戸市中央区栄町通1-2-7　大同生命神戸ビル7階　☎078-351-3387　http://www.nichicomi.com

広報紙広報紙
令和 7 年

1 月10日
（隔月10日発行）

No.710

一般社団法人　神戸市老人クラブ連合会　〒650-0016　神戸市中央区橘通3-4-1 TEL（078）341-8507　FAX（078 ）341-8524　 　krcr@sunny.ocn.ne.jp　 　http://kobeshirouren.or.jp/

 



に
乗
り
込
ん
だ
74
名
の
仲
良
し

日
帰
り
旅
行
で
す
。
京
都
天
橋

立
方
面
へ
秋
の
風
情
を
味
わ
い

区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

　

令
和
6
年
最
後
の
想
い
出
旅

は
晩
秋
11
月
11
日
で
天
気
は
最

高
！
灘
区
各
所
よ
り
バ
ス
2
台

　

垂
水
区
老
連
創
立
60
周
年
の

記
念
式
典
を
、
令
和
６
年
10
月

19
日
（
土
）
10
時
30
分
か
ら
、

垂
水
区
文
化
セ
ン
タ
ー
レ
バ
ン

テ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

総
務
部
会
鴨
川
部
会
長
の
司

会
で
開
会
の
言
葉
、
国
歌
斉
唱
、

物
故
者
へ
の
黙
祷
と
進
み
、
主

つ
つ
こ
の
春
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
「
橋
立
大
丸
シ
ー
サ
イ
ド

セ
ン
タ
ー
」
に
到
着
。
記
念
撮

影
を
し
、
丹
後
半
島
の
グ
ル
メ

（
の
ど
ぐ
ろ
陶
板
焼
き・焼
き
鮑・

焼
き
さ
ざ
え
・
甘
エ
ビ
・
橋
立

そ
ば
等
）
を
満
喫
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
伊
根
湾
め
ぐ
り
遊
覧

船
で
舟
屋
を
眺
め
て
秋
う
ら
ら

催
者
挨
拶
と
し
て
区
老
連
松
木

会
長
か
ら
、
少
子
高
齢
化
と
い

う
転
換
期
に
、
地
域
に
老
人
ク

ラ
ブ
と
い
う
存
在
が
あ
っ
て
、

多
く
の
仲
間
が
出
来
、
健
康
を

気
遣
い
な
が
ら
充
実
し
た
生
活

が
で
き
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

ク
ラ
ブ
で
の
楽
し
い
経
験
や
充

の
静
か
な
内
海
で
30
分
の
憩
い

の
ク
ル
ー
ズ
で
す
。
遊
覧
船
を

取
り
巻
き
群
れ
飛
ぶ
数
十
羽
の

か
も
め
が
甲
板
に
右
舷
左
舷
に

舞
い
降
り
、
肩
や
頭
に
停
ま
り
、

空
中
よ
り
小
指
の
爪
ほ
ど
の
ポ

テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
摘
ま
ん
で
飛

び
去
る
。
驚
く
も
可
愛
い
想
定

外
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
ひ
と
時

で
し
た
。

　

令
和
6
年
は
元
日
早
々
に
能

登
半
島
で
大
地
震
が
発
生
し
、

ま
た
国
内
の
み
な
ら
ず
地
球
規

模
で
自
然
災
害
が
散
見
さ
れ
、

更
に
国
際
紛
争
止
ま
ず
、
政
治

経
済
の
不
明
朗
も
あ
り
、
猛
暑

の
高
さ
も
長
さ
も
記
録
破
り
で

し
た
が
、
過
ぎ
し
1
年
を
締
め

括
る
佳
き
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
海
産
物
の
お
店
に
寄

り
、
み
や
げ
物
等
色
々
買
い
物

を
楽
し
み
、
紅
葉
の
野
山
、
秋

空
を
染
め
る
夕
焼
け
を
眺
め
な

が
ら
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

灘
区
老
連
の
活
動
も
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
が
緩
和
さ
れ
、
演

芸
の
集
い
、
幅
広
い
多
く
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
福
祉
・
防
災
防

犯
活
動
と
、
正
に
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
の
旗
の
下
、
地
域
で
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
新
規
会
員
の
入
会
が
充
分

で
な
く
、
新
た
な
意
識
付
け
に

よ
る
活
性
化
が
望
ま
れ
ま
す
が
、

令
和
7
年
度
は
灘
区
民
ホ
ー
ル

と
王
子
競
技
場
が
大
幅
な
改
装

工
事
で
使
用
で
き
な
い
の
が
課

題
で
す
。

灘
区
老
連

晩
秋
の
バ
ス
旅

　
　
伊
根
湾
の
グ
ル
メ
と
舟
屋
眺
望
遊
覧

垂
水
区
老
連

創
立
60
周
年
記
念
式
典
と

     

第
49
回
楽
し
い
つ
ど
い

須
磨
区
老
連

執
行
部
役
員
が
専
用
倉
庫
組
立
、

福
祉
友
愛
の
つ
ど
い
開
催

実
感
を
周
囲
の
人
に
伝
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

次
に
参
加
さ
れ
た
来
賓
を
紹

介
、
う
ち
お
二
人
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

垂
水
区
若
松
謙
一
区
長
よ
り

創
立
60
周
年
へ
の
祝
意
と
、
区

の
行
事
へ
の
協
力
に
謝
意
が
伝

え
ら
れ
、
来
年
震
災
30

年
に
寄
せ
て
避
難
所
で

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
薬
手
帳
の
有
効
性

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
鹿
野
靖
雄
事
務

局
長
よ
り
60
周
年
の
祝

意
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
り
、
高
齢
者
福
祉
の
推
進

に
感
謝
を
述
べ
ら
れ
、
課
題
で

あ
る
後
継
者
不
足
、
会
員
減
少
、

高
齢
者
の
意
識
の
変
化
に
対
応

す
る
研
修
会
の
予
定
な
ど
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
表
彰
式
に
移
り
、
活

動
賞
に
西
舞
子
友
の
会
、
広
報

賞
に
桃
山
台
ク
ラ
ブ
、
特
別
賞

に
区
老
連
ブ
ロ
グ
開
設
に
貢
献

し
た
個
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
授
与

さ
れ
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
の
後
、
気
持
ち
を

切
り
替
え
て
、
第
49
回
楽
し
い

つ
ど
い
で
す
。

　

文
化
研
修
部
会
佐
藤
部
会

長
の
司
会
で
、
11
ク
ラ
ブ
が
参

加
し
14
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

演
目
の
内
訳
は
、
詩
吟
３
組
、

リ
ズ
ム
体
操
３
組
、民
踊
２
組
、

太
極
拳
１
組
、マ
ジ
ッ
ク
１
組
、

ダ
ン
ス
１
組
、笑
い
ヨ
ガ
１
組
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
１
組
、
コ
ー

ラ
ス
１
組
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
青

い
山
脈
を
全
員
で
合
唱
し
14
時

に
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

須
磨
区
老
連
は
、
こ
の
た
び

愛
称
を
須
磨
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と

決
定
し
た
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が

行
う
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

や
室
内
運
動
会
の
用
具
等
は
、

こ
れ
ま
で
区
役
所
倉
庫
に
保
管

し
て
お
り
、
搬
入
と
搬
出
は
開

庁
時
間
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
手
間
暇
が
か
か
る
の
で

須
磨
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
は
、

倉
庫
新
設
場
所
確
保
に
奔
走
し
、

須
磨
区
衣
掛
町
の
公
園
内
に
３

畳
程
の
大
き
さ
の
倉
庫
新
設
に

つ
い
て
市
の
了
解
を
得
た
。
次

に
会
長
は
「
資
材
の
み
購
入
し
、

基
礎
工
事
と
組
み
立
て
は
我
々

の
手
で
行
お
う
」
と
役
員
に
呼

び
か
け
。
昨
年
6
月
13
・
14
日
、

元
建
設
会
社
経
営
の
会
長
の
指

揮
の
も
と
、
70
代
、
80
代
役
員

が
図
面
を
見
な
が
ら
作
業
開
始
。

柱
、
梁
の
組
立
て
は
不
具
合
の

つ
ど
ボ
ル
ト
を
緩
め
て
向
き
の

修
正
な
ど
を
行
っ
て
倉
庫
を
完

成
さ
せ
、
そ
の
内
部
に
は
使
い

勝
手
が
よ
い
よ
う
に
棚
も
取
り

付
け
た
。
特
技
を
持
つ
人
が
リ

ー
ド
し
て
全
員
が
協
力
し
、
業

者
に
頼
ら
な
い
で
自
前
の
倉
庫

を
完
成
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
11
月
17
日
に
は
須
磨

パ
テ
ィ
オ
ホ
ー
ル
で
福
祉
友
愛

部
と
女
性
委
員
会
の
合
同
で「
第

２
回
福
祉
友
愛
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
7
月
７

日
に
東
須
磨
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
行
っ
た
「
福
祉
友
愛
の
つ

ど
い
」
が
好
評
で
、「
再
度
開
い

て
ほ
し
い
」「
女
性
委
員
会
の
活

動
を
見
た
い
」
と
の
要
望
に
応

え
て
実
施
し
た
も
の
。
内
容
は
、

須
磨
警
察
署
員
に
よ
る
特
殊
詐

欺
防
止
と
心
臓
外
科
の
権
威
で

あ
る
凌
駕
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
樋
上

哲
哉
院
長
に
よ
る
突
然
死
防
止

の
講
演
の
ほ
か
、
女
性
委
員
会

の
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
オ
カ
リ
ナ
演
奏

と
合
唱
が
行
わ
れ
た
。

　

参
加
者
は
須
磨
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
会
員
の
ほ
か
、
そ
の
友

だ
ち
や
関
心
を
持
つ
地

域
の
人
び
と
で
、
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は

高
評
価
で
、
当
ク
ラ
ブ
が

め
ざ
す
地
域
の
人
び
と

の
交
流
促
進
取
組
み
の

ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

1 号車の参加者1 号車の参加者

2 号車の参加者2 号車の参加者

群れ寄るカモメと群れ寄るカモメと
ふれあいのふれあいの
伊根湾めぐり伊根湾めぐり
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ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

名
称
を
変
え
て
再
出
発

長
田
区

　
二
久
塚
長
老
会
　

　
　
　
　
　
藤
竹
　
一
夫　

　　

二
久
塚
長
老
会
は
昭
和
36

年
7
月
に
立
ち
上
げ
ら
れ

て
63
年
、
よ
く
持
ち
こ
た
え

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
結
成

か
ら
私
で
4
代
目
に
な
り
ま

す
。

二
葉
町
9
・
10
丁
目
、
久
保

町
9
・
10
丁
目
、
腕
塚
町

9
・
10
丁
目
の
3
町
で
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
は
自
治
会
、
老

人
会
で
会
館
を
持
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。
葬
儀
や
会
合
、

結
婚
式
も
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
、
前
会
長
ま
で
は
敬
老
の

日
に
は
折
箱
で
酒
も
あ
り
楽

し
い
敬
老
の
日
で
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

私
に
な
っ
て
何
も
あ
り
ま

せ
ん
。
３
８
０
０
円
の
繰
越

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

平
成
19
年
3
月
に
前
会
長
が

亡
く
な
ら
れ
て
老
人
会
に
も

入
っ
て
い
な
い
私
に
「
区
役

所
で
話
を
聞
い
て
き
て
く
れ
」

と
言
わ
れ
向
か
う
と
当
時
の

区
老
連
会
長
に
呼
ば
れ
前
に

で
る
と
い
き
な
り
挨
拶
を
さ

せ
ら
れ
て
「
代
理
で
す
」
と

言
い
ま
し
た
が
、
時
す
で
に

遅
し
で
し
た
。
そ
の
後
、
区

老
連
会
長
に
優
し
く
老
人
会

の
話
を
さ
れ
た
こ
と
を
今
で

も
思
い
出
し
ま
す
。

　

前
会
長
は
会
計
も
何
も
か

も
1
人
で
さ
れ
て
い
て
区

老
連
の
会
計
も
さ
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
本
人
に
し
か
分

東
灘
区

　
御
影
つ
る
か
め
会

　
　
　 

川
上
　
博
司

　　

御
影
つ
る
か
め
会
は
昭
和

59
年
4
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
40
年
余
り
先
輩
諸
氏
の

努
力
に
よ
り
現
在
に
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。

健
康
と
笑
顔
で
つ
な
が
る
御
影
つ
る
か
め
会

兵
庫
中
央
第
三
寿
会
の
活
動

兵
庫
区

　
兵
庫
中
央
第
三
寿
会

　
　
　  

岡
田
　
富
早
恵

　

兵
庫
中
央
第
三
寿
会
は
、

兵
庫
区
の
ほ
ぼ
中
央
の
位
置

に
あ
た
る
所
に
あ
り
ま
す
。

　

東
に
六
甲
山
、
西
に
須
磨
の

し
た
。
20
名
の
会
員
さ
ん
が

参
加
し
、
と
て
も
有
意
義
な

時
間
が
持
て
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
月
に
は
湊
川
寿

友
の
会
主
催
の
太
極
拳
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

指
導
者
の
演
技
を
見
せ
て

も
ら
っ
た
り
実
際
に
皆
で
体

験
を
し
た
り
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

他
の
活
動
と
し
て
週
に
2

回
程
度
、
中
道
公
園
の
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
。
7
、
8

名
で
午
前
7
時
30
分
か
ら
1

時
間
程
で
す
が
草
引
き
、
荒

海
が
広
が
り
と
て
も
環
境
の

い
い
所
で
す
。
50
名
程
の
会
員

で
す
が
、
お
の
お
の
健
康
に
気

を
付
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
4
月
に
は
中
道

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
講
師

の
山
田
様
を
お
迎
え
し
法
律

の
勉
強
会
を
し
ま
し
た
。

　

法
律
に
つ
い
て
解
か
り
や

す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま

【
主
な
活
動
】

・�

月
曜
日�

　

　

卓
球
、
オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム

 

（
西
町
会
館
）

・�

火
曜
日�

　

輪
投
げ 

（
本
町
公
園
）

・�

水
曜
日
、
木
曜
日�

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ （
本
町
公
園
）

・ 

月
に
1
回　

カ
ラ
オ
ケ
で

大
き
な
声
で
歌
い
ス
ト
レ

ス
発
散
を
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

そ
の
他
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

行
事
に
参
加
し
、
和
気
あ
い

あ
い
と
健
康
で
楽
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
参

加
を
呼
び
か
け
会
員
の
増
強

に
努
め
て
い
ま
す
。

か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
区

役
所
の
担
当
者
に
相
談
す
る

な
ど
奔
走
し
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
私
が
会
長
に
な
っ

た
頃
よ
り
活
動
の
場
の
会
館

も
な
く
な
り
、
資
金
も
乏
し

く
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
取
り

や
め
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と

次
々
と
辞
め
て
い
か
れ
、
腕

塚
町
9
・
10
丁
目
の
み
と
な

り
近
隣
に
マ
ン
シ
ョ
ン
も
な

い
の
で
、
家
内
の
知
り
合
い

を
誘
う
な
ど
し
て

な
ん
と
か
30
名
を

超
え
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

現
在
は
役
員
も

決
め
て
頑
張
り
、

町
内
32
名
町
外
15

名
の
47
名
で
す
。

ど
な
た
も
高
齢
で

す
が
、
先
日
の
輪

投
げ
大
会
に
も
12
名
の
方
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
長
楽
公

園
で
は
木
陰
で
午
前
9
時
よ

り
輪
投
げ
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
も
（
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
）
に
し
て
い
ま
す
。
木
曜

日
は
皆
さ
ん
病
院
に
行
く
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
は

8
名
で
す
が
、
そ
ろ
う
の
は

5
・
6
名
、
先
日
初
め
て
し

あ
わ
せ
の
村
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
に
足
を
運

び
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま

れ
、
午
前
中
は

前
の
チ
ー
ム
が

も
た
つ
き
時
間

も
か
か
り
ま
し

た
が
3
ゲ
ー
ム

ゴ
ミ
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

拾
い
等
。
道
行
く
人
が
「
あ

り
が
と
う
‼
」「
ご
苦
労
さ

ま
‼
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

る
の
で
、
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

清
掃
が
終
わ
れ
ば
輪
投
げ

の
練
習
を
し
ま
す
。
そ
れ
は

区
老
連
の
行
事
で
輪
投
げ
大

会
が
あ
る
の
で
、
そ
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
も
水
曜
日
、
日
曜
日
に
中

道
公
園
に
集
ま
り
練
習
し
て

い
ま
す
。

　

区
老
連
の
歩
こ
う
会
、
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
、
友
愛

福
祉
研
修
、三
社
詣
り
等
色
々

な
行
事
に
も
参
加
し
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
中
央
第
三
寿
会
の
モ

ッ
ト
ー
健
康
第
一
、
笑
い
を

忘
れ
な
い
、
大
き
な
声
で
ブ

ラ
ボ
ー
。

を
こ
な
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
で
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
話
に
花
が
咲
き
、
ま

た
1
ゲ
ー
ム
し
ま
し
た
。
い

つ
も
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
平
坦

で
す
が
、
当
日
は
芝
生
で
坂

ば
か
り
の
コ
ー
ス
で
し
た
が

楽
し
く
遊
べ
ま
し
た
。
次
回

は
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
催
し
物
や
体
操

な
ど
は
ク
ラ
ブ
が
小
さ
い
た

め
、
二
葉
喜
楽
会
の
仲
間
に

入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。　

　

そ
し
て
、
令
和
6
年
11
月

に
総
会
を
開
き
、
人
気
投
票

の
結
果
、
名
称
を
令
和
7
年

度
よ
り
「
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
」

と
し
再
出
発
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
新
し

い
仲
間
が
増
え
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。

本町公園で楽しくプレー本町公園で楽しくプレー

皆とラジオ体操皆とラジオ体操

グラウンドゴルフメンバーグラウンドゴルフメンバー

出願期間： 令和７年1月14日（火）～1月24日（金）（必着）
　学生募集要項（願書）はシルバーカレッジ、区役所などでお配りしています。
郵送も可能です。
　学校説明会を1月16日（木）・17日（金）・20日（月）・21日（火）に開催
します。
各日２回①10:00～12:00、②13:00～15:00。（事前申込制）

<申し込み・お問合せ先>
シルバーカレッジ事務局　電話078-743-8100
神戸市北区しあわせの村1番16号
詳細はhttps://kobe-sc.orgか右記QRコードにアクセス

神戸市シルバーカレッジ  学生募集
　57歳以上の市民が学び集う生涯学習
施設です。令和７年（2025）年４月入
学生を募集します。

で

コース 健康ライフ
コース

国際交流・
協力コース

ECO ライ
フコース

総合芸術コース
専　攻 美術・工芸専攻 音楽文化専攻 園芸専攻 食文化専攻
定　員 100 人 100 人 100 人 35 人 35 人 35 人 35 人
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俳
　
　
句

俳
　
　
句

紅
梅
会
（
東
灘
区
）

天
扇
五
福
あ
ま
ね
き
福
寿
草�

美
恵
子

松
竹
端
雲
つ
つ
み
初
日
の
出�

朋　

子

め
で
た
さ
は
障
子
越
し
な
る
初
明
り�

扶
喜
子

花
野
ゆ
っ
く
り
歩
く
限
り
な
く�

早
智
子

六
甲
山
道
一
本
の
青
芒�

里　

子

穂
穂
た
れ
風
ゆ
き
渡
り
黄
金
波�

松　

子

四
方
の
山
ふ
と
こ
ろ
に
し
て
薄
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　

恵

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
央
区
）

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
世
の
争

あ
ら
そ
いの
こ
と
知
ら
ず�

和　

子

真
青
な
る
空
映
す
海
秋
の
声�

悦　

子

夕
月
に
願
い
を
こ
め
て
世
の
平
和�

千
枝
子

音
楽
祭
緊
張
解
け
ば
秋
の
声�

道　

子

夏
日
か
ら
い
き
な
り
冬
日
季
語
虚う
つ

ろ　
　
　
　
　
　
　
　

丘

箱
買
い
の
酢
橘
の
続
く
夕
餉
か
な�

和　

志

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

水
仙
を
一
輪
活
け
て
掃
除
置
く�

岡
田
富
早
恵

セ
ー
タ
ー
の
虫
く
い
穴
を
修
理
す
る�

山
口　

茂
子

ひ
た
す
ら
に
園
児
の
動
画
見
入
る
秋�

藤
井　

歌
子

霜
月
や
季
節
の
色
も
な
い
ま
ま
に�

山
田　

朝
子

瑠
璃
色
の
花
器
に
似
合
う
や
実
南
天�

粟
野　

富
江

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

朝
の
空
天
の
岩
戸
の
初
神
楽�

笠
井　

照
子

秋
彼
岸
遠
近
法
で
な
ら
ぶ
雲�

中
井　

裕
子

ド
リ
ッ
プ
で
ア
ロ
マ
広
が
り
山
装
う�

佐
藤
か
な
め

葛
の
花
大
葉
の
か
げ
で
か
ほ
り
居
り�

尾
崎　

順
子

年
の
暮
ほ
う
き
片
手
の
立
ち
話�

松
村
二
三
枝

潮
風
や
指
に
残
り
し
蜜
柑
の
香�

南　

久
美
子

徘
徊
の
犬
の
爪
音
朝
寒
し�

若
林　

節
子

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

秋
祭
り
思
ひ
を
込
め
て
餅
を
つ
く�

石
井　

敏
子

振
り
向
け
ば
こ
こ
に
い
る
よ
と
い
が
の
栗�

辻　

寿
賀
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

猛
残
暑
気
候
変
動
怖
さ
知
る�

塩
見　

光
子

捨
て
ら
れ
ぬ
母
の
手
づ
く
り
サ
ン
ド
レ
ス�

田
中　

弘
子

大
の
字
に
畳
の
冷
え
や
処
暑
と
な
り�

中
井　

光
子

推
敲
の
迷
ふ
一ひ

と

文
字
夜
長
か
な�

矢
谷
登
美
子

横
丁
は
釣
瓶
落
と
し
や
赤
提
灯�

筒
井　

豊
子

北
斗
句
会
（
北
区
）

秋
祭
久
し
き
人
に
出
会
ひ
け
り�

黒
田　

久
江

ハ
ロ
ー
ウ
イ
ン
お
ば
け
も
踊
る
ウ
イ
ン
ド
ー�

久
松　

礼
子

交
通
の
安
全
祈
願
や
神
の
留
守�

増
田　

嗣
夫

病
む
友
の
句
集
紐
解
く
良
夜
か
な�

秋
山　

弘
之

秋
暑
し
何
も
書
か
づ
に
閉
ず
日
記�

岸
下　

正
二

秋
祭
猿さ
る
た
ひ
こ

田
彦
足た

び袋
真
白
な
り�

松
本　

洋
子

見
山
台
新
樹
会
（
北
区
）

秋
暑
し
若
狭
の
海
の
お
ぼ
ろ
な
る�

貞
永　

弘
子

知
ら
ぬ
間ま

に
ぬ
す
び
と
萩
が
我
が
庭
に�

丸
尾　

嘉
子

虫
の
音
や
他
に
音
な
し
夜
の
道�

佐
溝
満
喜
子

夕
日
浴
び
見
て
見
て
見
て
と
紅
葉
か
な�

高
石　

勝
行

冬
の
月
廃
校
の
屋
根
苔
青
し�

石
本　

宏
一

幼
子
の
笑
顔
は
じ
け
る
秋
夕
焼�

松
隈　

弘
子

暖あ
た
たか
し
仲
間
集
い
て
談
笑
し�

藤
田　

和
夫

新
長
田
地
区
和
楽
会
俳
句
同
好
会
（
長
田
区
）

天
高
し
シ
ャ
チ
の
ジ
ャ
ン
プ
や
波
し
ぶ
き�

有
賀　

英
子

マ
ラ
ソ
ン
日
初
冬
の
街
を
駆
け
抜
け
る�

益
井　

信
子

初
日
の
出
雲
間
の
一
瞬
未
来
見
る�

木
村　

ト
キ

秋
う
ら
ら
バ
ス
停
過
ご
し
三
千
歩�

竹
内　

幸
子

復
興
へ
浜
の
朝
市
秋
刀
魚
揚
ぐ�

竹
内　

孝
人

桃
山
台
ク
ラ
ブ
文
芸
部
（
垂
水
区
）

秋
探
し
夫つ
ま

に
合
わ
せ
て
タ
イ
ガ
ー
ス�
田
畑
美
恵
子

沈
む
陽
や
暫し
ば

し
見
つ
め
る
秋
さ
な
か�
大
上　

昭
敏

初
冬
に
も
秋
刀
魚
の
薫
り
町
包
む�

小
髙　
　

肇

き
ら
く
句
会
（
西
区
）

時
紡
ぐ
恒
星
の
光
天
の
川�

大
橋　

治
子

風
止
み
て
い
ず
こ
も
静
か
草
の
花�

尾
上　

正
紀

九
百
円
無
人
シ
ョ
ッ
プ
の
西
瓜
買
い�

喜
田　

弘
征

刈
入
れ
は
い
つ
か
い
つ
か
と
稲
穂
揺
れ�

阪
本　

道
子

竿
さ
し
て
浮
島
押
せ
ば
秋
の
声�

田
野　

育
利

屈
託
を
転
が
し
て
み
る
芋
の
露�

森
本　

珠
実

◆
個
人

平
和
や
な
黄
金
色
続
く
麦
の
秋�

（
灘
）
都
倉　

知
子

二
人
居
て
名
月
愛
で
し
団
子
か
な�

（
灘
）
福
井　

悦
子

名
月
や
思
わ
ず
空
に
合
掌
す�

（
灘
）
山
上　

幸
子

渡
り
鳥
子
育
て
お
わ
り
Ｖ
字
飛
行�

（
中
）
朝
岡　

俊
之

卆
寿
生
き
昭
和
一
桁
枯
れ
す
す
き�

（
北
）
馬
場
み
つ
え

柿
熟
す
見
上
げ
る
児
等
の
声
高
し�

（
北
）
山
田
キ
ミ
子

色
鉛
筆
芯
尖
ら
せ
て
涼
新
た�

（
須
）
福
本　

和
恵

新
札
が
財さ
い
ふ布
を
す
る
り
と
秋
の
風�

（
垂
）
木
村　

敏
博

炎
天
下
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
も
楽
し�

（
西
）
芝
田　

律
子

白
波
の
際
立
つ
川
面
秋
暮
色�

（
西
）
寺
岡　

洋
子

川
　
柳

川
　
柳

筑
栄
会
（
北
区
）

夫め
お
と婦
と
は
選
び
選
ば
れ
ま
あ
い
い
わ�

か
ほ
う

白
内
障
術
後
の
メ
ガ
ネ
ウ
ッ
ト
ウ
シ
イ�

三　

茶

ベ
ビ
ー
カ
ー
覗
く
と
犬
か
で
も
褒ほ

め
る�

あ
き
ら

枯
草
を
集
め
て
焼
い
た
う
ま
い
芋�

か
を
る

根
性
で
生
き
て
い
る
よ
と
母
笑
顔�

ま
さ
こ

温
暖
化
台
風
迷
走
根こ
ん

性じ
ょ

悪
!!�

勢　

似

散
歩
道
カ
リ
ン
ト
ゴ
ロ
ゴ
ロ
落
ち
て
い
る�

つ
く
し
ん
坊

◆
個
人

九
十
寿
で
も
新
し
い
友
二-

三
出
来�

（
東
）
増
田　

芳
之

デ
イ
ケ
ア
に
欠
け
た
る
空
席
何
時
迄
か�

（
東
）
村
瀬　

武
子

新
鮮
味
落
ち
る
は
速
く
流
行
は
早
い　
　

��

（
北
）
か
ん
い
ち

初
参
り
歩
き
く
た
び
れ
願
忘
れ�

（
北
）
北
野　

利
一

短
　
歌

短
　
歌

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

今
は
昔
家
族
だ
っ
た
人
の
名
を

　
　

ネ
ッ
ト
の
波
の
中
に
訪
お
と
な
う�

中
井　

裕
子

ロ
ボ
ッ
ト
と
共
に
働
く
世
と
な
れ
ど

　
　

光
の
君
と
同
じ
月
見
る�

箱
守
喜
久
子

花
山
短
歌
会
（
北
区
）

暁
の
空
の
約
束
真
珠
色

　
　

シ
ル
エ
ッ
ト
濃
き
嶺
朝
餉
の
煙�

船
崎
め
り
子

疲
れ
た
ね
し
ん
ど
か
っ
た
ね
有
り
難
う

　
　

一
生
懸
命
老
人
会
長
よ�

清
水　

惠
子

と
も
し
び
を
灯
す
が
如
く
ひ
そ
や
か
に

　
　

一
輪
の
花
サ
ザ
ン
カ
が
咲
く�

富
田　

夢
助

老
い
て
ゆ
く
不
安
忘
れ
て
老
友
会

　
　

初
心
者
マ
ー
ジ
ャ
ン
月
曜
日
ご
と�

山
田
加
壽
代

文
芸
欄

文
芸
欄

「
鯉
の
滝
の
ぼ
り
」

【
兵
庫
区
】
湊
山
す
ま
い
る
会

�

岡
田�　

瑠
美
子

とっておきの作品あとがき
　明けましておめでとうござ
います。
　2025 年がはじまりました
が、いかがお過ごしでしょう
か。
　さて、本年も神戸市老人ク
ラブ連合会は、皆様が笑顔で
過ごせるような一年にしてい
きたいと考えています。
　昨年は、たくさんの行事を
開催し、皆様と楽しい時間を
共有することができました。
今年は心機一転、新たな気持
ちで様々なことにチャレンジ
してみませんか？

最
近
は
早
い
目
覚
め
で
起
こ
さ
れ
て

　
　

歩
き
出
し
た
ら
そ
れ
を
楽
し
む�

礒
元
カ
ヨ
子

秋
と
冬
ゆ
き
交
う
空
の
通
い
路
よ

　
　

さ
庭
に
清
し
き
風
わ
た
り
ゆ
く�

古
林　

保
子

◆
個
人

故
郷
へ
二
人
旅
す
る
約
束
の

　
　

弟
病
み
ぬ
秋
風
寂
し�

（
灘
）
上
田　

節
子

な
ご
み
サ
ロ
ン
の
お
世
話
に
な
っ
て
も
う
5
年

　
　

仕
事
プ
ラ
ス
の
親
切
う
れ
し�

（
兵
）
大
賀　

清
子

平
戸
よ
り
宣
し
た
る
ザ
ビ
エ
ル
の

　
　

教
会
残
り
十
字
鎮
ま
る�

（
垂
）
堀
江
千
生
子

降
り
注
ぐ
陽
射
し
に
光
る
須
磨
の
海

　
　

列
車
は
走
る
海
辺
の
街
を�

（
須
）
江
口　

啓
子

夜
半
覚
め
て
何
も
見
え
ね
ば
ま
ぶ
た
閉
ぢ

　
　

想
ひ
出
の
苑
に
し
ば
し
ま
ど
ろ
む�

（
西
）
増
田　

當
代
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